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別紙３ 

 

６． 厚生労働科学研究費補助金（免疫、アレルギー疾患政策研究事業） 

分担研究報告書 

 

スギ花粉症に対する舌下免疫療法が対症療法薬の処方量に及ぼす影響について、

ならびに、舌下免疫療法の投与日数と処方間隔の現状を明らかにするための解析

計画書の作成 

分担研究者 野田龍也 

関西医科大学医学部メディカルデータサイエンス講座 教授 

 

 

研究協力者 
奥村泰之 臨床疫学研究推進機構 代表理事 

岡本美孝 千葉労災病院 病院長 

郡山みな美 千葉労災病院 医員 

黒川友哉 千葉大学医学部附属病院 臨床試験部 助教 

 
 

研究要旨 
匿名医療保険等関連情報データベースから、スギ花粉症に対する舌下免

疫療法が対症療法薬の処方に及ぼす影響について、感度、特異度に配慮し

た舌下免疫療法受療者と、解析にあたり対照となる非舌下免疫療法受療者

の抽出法や評価項目について検討を行い、解析計画書を作成した。また、

舌下免疫療法の処方日数と受診間隔の現状を検討するための解析計画書を

作成した。 

 

A.研究目的 

舌下免疫療法の対症治療薬処方量への影響：ス

ギ花粉症に対する医療費への影響を明らかにする

ため、匿名医療保険等関連情報データベース（NDB）

を用いて国内の医療機関での検討を行う。また、

実際の舌下免疫療法の投与日数と処方間隔の現状

を明らかにする。 

 

B.研究方法結果 

スギ花粉症への舌下免疫療法の有効性と医療費

への影響を明らかにするために NDB 解析から、スギ

舌下免疫受療者とそれに年齢、性、地域などに対応

した対照患者（非免疫療法受療者）を 1対 1で抽出し

て検討を行うこととした。北海道と沖縄を除く全国の医

療機関でスギ花粉飛散期にアレルギー性鼻炎/花粉

症の診断で鼻噴霧ステロイド薬とその他の花粉症関

連治療薬を 2 シーズン連続で 14 日以上の処方を受

けた 10～64 歳の患者のうち、シーズン中に免疫抑制

剤の処方を受けた患者、昨年度の検討で定義した通

年性アレルギー性鼻炎患者、その後のデータがない

患者を除いて、2 シーズン目の 5 月以降 12 月 31 日

までの間にスギ舌下液による舌下免疫療法を開始し

た患者のうち、180日以上の処方継続のある患者を特

定し、一方、対照群としてこの間にスギ花粉抗原を用

いた舌下免疫療法、皮下免疫療法の処方を有さない

患者を特定する。共変量を別途規定し、年齢、性、地

域など背景因子をそろえた舌下免疫療法群と対照群

とで第 3 シーズン１月を観察開始日として、処方箋か

らデータがある 2020 年 3月までの併用薬の種類数、

鼻噴霧ステロイド薬、全身ステロイド薬、血管収縮薬

の処方変化、診療行為の医療費の変化量を比較検

討する。2018 年以降はスギ舌下錠による舌下免疫療

法を開始した患者を特定して同様に検討する。 

舌下免疫療法の投与日数と処方間隔についての

レセプトデータからの検討については、全国の医療

機関において 2020年 4月から 2022年 3月診療分ま

での間に、スギ舌下錠の処方を有する医科・DPC・調

剤レセプトを特定して、投与日数と受診間隔を調査す

る。 
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C. 結果 

解析計画書を作成した。 

 

D.考察 

レセプトデータからスギ花粉症に対する舌下免

疫療法が対症療法薬の処方に及ぼす影響について

評価・検討を行うにあたり問題となるのは、評価

する舌下免疫療法受療者の選定、比較となる非舌

下免疫療法受療者の選定、舌下免疫療法投与開始

後の脱落例の検討である。そこで、舌下免疫療法

群、非舌下免疫療法群共に、評価開始前スギ花粉

飛散期２シーズンに渡り中等症以上と評価され、

非舌下免疫療法受療群では地域、年齢、性、対症

薬、Charlson index などの背景因子を免疫療法受

療患者と一致させて１対１で抽出した。ただ、抽

出に際しては、通年性アレルギー性鼻炎の合併者

はスギ舌下免疫療法の評価の妨げになると考え、

いずれの群からも排除した。舌下免疫療法群は半

年以上の治療を行った群を対象とし、舌下免疫療

法中の脱落者はその後もいずれかの医療機関を花

粉症で受療していると考え、その経過を追うこと

は可能であるため解析を継続することとした。作

成した解析計画書に基づいて解析へと進めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

E.結論 

匿名医療保険等関連情報データベースから、ス

ギ花粉症に対する舌下免疫療法が対症療法薬の処

方に及ぼす影響について、また、舌下免疫療法の

投与日数と処方間隔の現状を明らかにするために

解析計画書を作成した。 

 

F.健康危険情報 

 なし 

 

G.研究発表 

１.論文発表 

投稿中、ならびに投稿準備中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２.学会発表 

・郡山みな美、岡本美孝、黒川友哉、米倉修二、野田

龍也、奥村泰之、 

NDBを用いた花粉症の受療実態調査 

第 127回日本耳鼻咽喉科頭頚部外科学会、2026年

5月 

・郡山みな美、岡本美孝、黒川友哉、米倉修二、野田

龍也、奥村泰之、 

「NDB を使用したスギ花粉症に対する免疫療法に

関する検討」 

第 6 回日本耳鼻咽喉科免疫アレルギー感染症学

会,2026年４月 

 

H.知的財産権の出願・登録情報 

なし 
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別紙３ 
 

７． 厚生労働科学研究費補助金（免疫、アレルギー疾患政策研究事業） 

分担研究報告書 

 

季節性アレルギー性鼻炎（花粉症）の実態調査 

 

分担研究者 櫻井 大樹 山梨大学大学院総合研究部医学域 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 教授 

 

 

研究協力者 
松岡伴和 山梨大学大学院総合研究部医学域 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 病院准教授 

島村歩美 山梨大学大学院総合研究部医学域 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 臨床助教 

 

 

研究要旨 

本研究では、季節性アレルギー性鼻炎（花粉症）の診療実態を明らかにするため、山梨県内

の耳鼻咽喉科医療機関において Web と質問紙によるアンケートを実施した。合計 4,339 人の回

答を得て、患者の受診動向、症状の重症度、治療状況を分析した。その結果、花粉症の症状は

１年の中で 3月に最も多く、10月にもピークがあった。春季花粉症患者の 4 割は秋にも症状を

自覚していた。原因抗原として、スギ、ヒノキが多く、次いでブタクサ、イネ科の自覚が多か

った。春季は重症以上の患者が約 3 割であったが、秋季は症状が軽い傾向にあった。春以外は

花粉症症状があって医療機関を受診しない患者が多いことが明らかとなった。治療法として、

経口薬や点鼻ステロイド薬の使用率が高かったが、舌下免疫療法や IgE 抗体治療の導入率は低

かった。スギ・ヒノキなど春の花粉症とともに、春以外の花粉症患者の実態が明らかになった

が、特に春季以外の患者の認識向上と受診機会の向上、１年を通した包括的な花粉症診療方針

を検討することが重要と考えられる。 
 

 

Ａ．研究目的 

本研究では、季節性アレルギー性鼻炎（花粉症）

の実態を明らかにすることを目的として行った。

特に、患者の受診動向、症状の重症度、治療内容

を調査することで、現状と課題を把握し、今後の

医療提供体制や治療戦略の改善に寄与することを

目指すものである。 
 

Ｂ．研究方法 

山梨県内の耳鼻咽喉科クリニック（山梨環境ア

レルギー研究会所属）および大学関連病院耳鼻咽

喉科の 19 施設において、2025 年の春の花粉飛散

期に花粉症で受診した患者を対象にアンケート調

査を実施した。 調査方法は、スマートフォンを用

いた無記名の Web アンケート形式とし、患者は二

次元バーコードを記載した PDF を自身の端末で読

み取り、アンケートにアクセス・入力する形をと

った。スマートフォンによる回答が行えない場合

は、質問紙によるアンケート形式とした。アンケ

ートの冒頭には、研究参加への同意の有無を確認

する質問項目を設け、同意を取得した。質問項目

には、年代、性別、年間で花粉症の症状のある月、

各季節の花粉の重症度、原因抗原、これまでの治

療薬剤、舌下免疫療法の施行の有無などを含めた。 

なお、スギ・ヒノキの花粉飛散数は、中央市にあ

る大学医学部の屋上で、ダーラム法による測定結

果を参照した。 

（倫理面への配慮） 

本アンケート調査は、山梨大学医学部倫理委員会

の承認を得た上で実施された。 
 

Ｃ．研究結果 

本研究では、山梨県内の耳鼻咽喉科医療機関に

おいて、2025 年春の花粉飛散期に花粉症で受診し

た患者 4,339 人を対象に Web アンケート調査を実

施した。その結果、回答者の性別割合は、女性

53.5％、男性 46.5％であった。年齢別では、男性

は 10歳代が最も多く、次いで 20歳代、40歳代の

順となった。一方、女性は 10歳代が最も多く、次

いで 40歳代、30歳代の順であった。 
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受診者数は、1 月から花粉飛散開始日（2 月 15

日）にかけて増加し、特にスギ花粉の飛散量が多

い日の数日後まで受診者がさらに増加する傾向が

みられた。花粉症の症状が現れる月としては、3月

が最も多く 95％の患者が症状を経験していた。次

いで 4月（85％）、2月（65％）、5月（49％）と続

いた。一方、7月は症状を訴える患者が最も少なく

4％であった。秋の症状ピークは 10月であり、27％

が症状を自覚していた。 

自己申告による原因花粉では、スギ（84％）、ヒ

ノキ（61％）、ブタクサ（30％）、イネ科（23％）が

主なアレルゲンとして報告された。症状の重症度

については、春の花粉症では軽症が 8％、中等症が

62％、重症以上が 30％であった。また、春の花粉

症患者で多重感作例は重症化率が高かった。一方、

秋の花粉症患者においては、軽症が 43％、中等症

が 49％、重症以上が 8％であり、秋の症状は春と

比較して軽い傾向がみられた。また、春季だけで

なく秋季にも症状がある 62％の患者は、秋季には

医療機関を受診せず、その半数程度は手持ちの薬

で治療していることが明らかとなった。 

1 年を通しての治療薬の使用状況としては、経

口薬（漢方薬を除く）が最も多く使用され（81％）、

次いで鼻噴霧用ステロイド薬（65％）、点眼薬（68％）

が広く利用されていた。一方、舌下免疫療法

（2.8％）、皮下免疫療法（0.5％）、IgE 抗体治療

（0.2％）の導入率は低かった。春季は春季以外と

比較し、ステロイド点鼻薬、点眼薬の使用が多く、

春季以外は春季と比較し、漢方薬・市販薬の使用

が多い傾向にあった。 
 

Ｄ．考察 

本調査結果より、春季には 2 月から 5 月に花粉

症患者数が多いことが確認された。受診者数の増

加がスギ花粉の飛散時期と関連しており、患者は

飛散量の多い時期、特に大量飛散日から数日以内

に受診を行う傾向があった。また、秋にも花粉症

の症状を自覚する患者が一定数存在し、その重症

度は春と比較して軽い傾向にあるが、秋の花粉症

の認知度や受診率は春に比べて低いことが推察さ

れた。 

治療状況については、一年を通して経口薬が広

く用いられており、症状の強い春季には、鼻噴霧

用ステロイド薬の使用率がより高いことが確認さ

れた。一方で、舌下免疫療法や IgE 抗体治療とい

った免疫療法の導入率は低く、これらの治療法の

普及には課題があると考えられる。 

また、スギ・ヒノキ以外の原因抗原として、ブ

タクサやイネ科花粉の影響を受ける患者も一定数

存在することが分かった。これらの花粉に対する

診療機会の確保や情報提供の強化が、今後の課題

として挙げられる。 
 

Ｅ．結論 

本研究を通じて、季節性アレルギー性鼻炎患者

の受診動向、症状の重症度、治療内容に関する実

態を明らかにすることができた。春の花粉症患者

の約 3 割が秋にも症状を呈しており、秋季など春

以外の花粉症診療の認知度向上や診療機会の改善

が今後の重要な課題であることが示された。 

また、治療の選択状況として、内服薬や鼻噴霧

用ステロイド薬の使用率が高い一方、免疫療法の

導入率は低いことが判明した。今後、さらに免疫

療法の普及や、症状や重症度に応じた治療選択の

個別化が必要と考えられる。 

さらに、スギ・ヒノキ以外の原因抗原に対する

患者の認識と診療体制の充実が、1 年を通した花

粉症診療の質の向上につながる可能性があり、花

粉症の包括的な治療・診療方針の検討を進めるこ

とが重要と考えられる。 

 

Ｆ．健康危険情報 

  特記事項なし。 

 

Ｇ．研究発表 

 1.  論文発表：なし 

 2.  学会発表： 

１）櫻井大樹 「季節の変化に応じたアレルギー

性鼻炎治療戦略」第 87 回耳鼻咽喉科臨床学

会総会・学術講演会 （2025/6/26、奈良） 

２）櫻井大樹 「難治性アレルギー性鼻炎の病態

と新規治療アプローチ」 第 64回日本鼻科学

会学術講演会（2025/9/25、東京） 
 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

 特記事項なし。 
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別紙４                                                                                           
                                                                                                 

研究成果の刊行に関する一覧表レイアウト（参考） 
                                                                                                 
      書籍                                                                                       
 

 著者氏名  論文タイトル名 書籍全体の 
 編集者名 

 書 籍 名 出版社名  出版地 出版年  ページ 

        

        

        

 
                                                                                                 
      雑誌                                                     
 

  発表者氏名   論文タイトル名  発表誌名   巻号  ページ   出版年 

      

      

      

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 
別紙５  

「厚生労働科学研究費における倫理審査及び利益相反の管理の状況に関する報告について 
（平成26年4月14日科発0414第5号）」の別紙に定める様式（参考） 

 
 

令和 ８年 ２月 ２７日 
 
厚生労働大臣                                         

（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿 
（国立保健医療科学院長）                                                                        
                                        機関名 国立大学法人千葉大学 
 
                       所属研究機関長 職 名 学長 
                                                                                      
                              氏 名 横手 幸太郎          
 

   次の職員の令和７年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。 

 

１．研究事業名    免疫、アレルギー疾患政策研究事業                                       

２．研究課題名    季節性アレルギー性鼻炎の診療実態と経済的影響等の解明のための研究                                       

３．研究者名  （所属部署・職名） 大学院医学研究院・名誉教授 ／独立行政法人 労働者健康安全機構  

千葉労災病院・病院長  

    （氏名・フリガナ）  岡本 美孝・オカモト ヨシタカ                               

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 未審査（※

2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫

理指針（※3） 
 ■   □ ■ 

千葉大学大学院医学研究倫理

審査 
□ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェック

し一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

 

その他（特記事項）                                                 
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対象
とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 



 

 

                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 

令和 ８年 ２月 ２７日 
 
厚生労働大臣                                         

（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿 
（国立保健医療科学院長）                                                                        
                                         
                              機関名 国立大学法人千葉大学 

 
                      所属研究機関長 職 名 学長 
                                                                                      
                              氏 名 横手 幸太郎         
 

   次の職員の令和７年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。 

 

１．研究事業名    免疫、アレルギー疾患政策研究事業                                       

２．研究課題名    季節性アレルギー性鼻炎の診療実態と経済的影響等の解明のための研究                                       

３．研究者名  （所属部署・職名）  大学院医学研究院・准教授                                

    （氏名・フリガナ）  米倉 修二・ヨネクラ シュウジ                               

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 
未審査（※

2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫

理指針（※3） 
 ■   □ ■ 

千葉大学大学院医学研究倫理

審査 
□ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済
み」にチェックし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

 

その他（特記事項）                                                 
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指
針」、「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 
 
 
 
 
 
 



 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 
 

令和 ８年 ２月 １６日 
厚生労働大臣                                         

（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿 
（国立保健医療科学院長）                                                                        
                                        
  

                             機関名 独立行政法人 労働者健康安全機構 
 

                      所属研究機関長  職 名 病院長 
                                                                                      
                              氏 名 岡本 美孝          
 

   次の職員の（元号） 年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理に

ついては以下のとおりです。 

 

１．研究事業名    免疫、アレルギー疾患政策研究事業                                       

２．研究課題名    季節性アレルギー性鼻炎の診療実態と経済的影響等の解明のための研究                                       

３．研究者名  （所属部署・職名）  独立行政法人 労働者健康安全機構 千葉労災病院・医員                                

    （氏名・フリガナ）  郡山 みなみ・コオリヤマ ミナミ                               

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 
未審査（※

2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫

理指針（※3） 
 ■   □ ■ 

千葉大学大学院医学研究倫理

審査 
□ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェック
し一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

 

その他（特記事項） 
                                                 
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 

（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対象
とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 

 
 
 
 
 



 

 

 
 

 
 
 
 
 
 



 

 

 
 
 

令和８年 ３月 １９日 
厚生労働大臣                                         

（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿 
（国立保健医療科学院長）                                                                        
                                         
                              機関名 国際医療福祉大学 

 
                      所属研究機関長 職 名 学長 
                                                                                      
                              氏 名  鈴木 康裕        
 

   次の職員の（令和）７年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理に

ついては以下のとおりです。 

 

１．研究事業名  免疫、アレルギー疾患政策研究事業                         

２．研究課題名  季節性アレルギー性鼻炎の診療実態と経済的影響等の解明のための研究        

３．研究者名  （所属部署・職名） 大学院医学研究科・教授                                 

    （氏名・フリガナ） 岡野 光博・オカノ ミツヒロ                                 

 

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 未審査（※

2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫

理指針（※3） 
 □   ■ □  □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェック

し一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

 

その他（特記事項） 
                                                 
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対象

とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 

 
 
 
 



 

 

 
 
 

 
 


